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警告 死亡または重傷を負うおそれがある内容を示します。  

本製品の施工は、知識、経験のある方が本書に従い正しく行ってください。施工に不備があると、扉の脱落などにより思わぬけがをする
おそれがあります。
扉の質量、扉の開閉時の衝撃に耐えうる強度の枠を製作してください。また、ねじは必ず指定したものを使用し確実に締めつけてください。
取付強度が不足していると、扉が脱落してけがをするおそれがあります。
本来の目的とは異なる使用方法や本書に示す仕様以外の扉には使用しないでください。
本書で説明する部分以外の分解、および改造はしないでください。

注意 軽傷を負うことや、物的損害が発生するおそれがある内容を示します。

本製品は家具を構成する為の部品です。取付終了後に、最終製品としての機能及び安全性をご確認ください。
また、使用者へ家具を安全に使用するための注意事項を伝えてください。
指定寸法、仕様、各部の水平、垂直を必ず守ってください。板の反り、傾きやねじれは、故障などの原因になります。
部材を切断した場合、切断面のバリやかえりはきれいに取り除いてください。
切りくずがレールの中に残らないよう、きれいに取り除いてください。
扉に無理な力を加えないでください。故障の原因になります。
ねじの緩み等異常がないか、定期的に点検し、増し締めしてください（お使い始めから1ヶ月後と6ヶ月後、その後は1年ごとを目安に
してください）。

● 下ガイドレール不要の、取付けがシンプルなピボット式
　 の収納用折戸金物です。
● 施工の良否が一目で判るよう、上ピボットに目印があり
　 ます。

このたびは、弊社製品をご採用いただきありがとうございます。
施工前に本説明書をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください。
施工後は本書をいつでも取り出せるよう保管してください。

扉上下調整範囲

扉　幅

扉高さ
扉厚さ

扉質量

450 mm以下

2400 mm以下
28 mm以上

15 kg以下

＋ 3 mm

禁止警告
注意 厳守

図記号の意味

本製品について

正しく安全に施工していただくために

仕  様

         

施工説明書ピボット式収納折戸FD30-F
 吊元固定仕様 品　　番：FD30FKP
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部品一覧

№ ① ② ③ ④ ⑤  ⑥

品　　名 上ピボット 下ピボット ガイド
ローラー 打込工具 折戸用スパナ 支持金具上

品　　番 FD30-FTP FD30-FBP FD30-FGRU FD30-FSJ FD30-FSP FD30-FSKU

部　　品

付属品 十字穴付なべタッピンねじ  
3.5×30・・・・3本 ― ― ー ー ー

2枚扉用 1ケ 1ケ 1ケ 1ケ 1ケ 1ケ

4枚扉用 2ケ 2ケ 2ケ 1ケ 1ケ 2ケ

寸法図

№ ⑦ ⑧ ⑨

品　　名 ピボット軸受
（床付用）

センターヒンジ
(面付用 )

レール
（面付用）

　レール
（堀込用）

品　　番 FD30-FPU FD30-CHM FD30-TRM型 FD30-TRH型

部　　品

付属品 トラスタッピンねじ 4×16 皿タッピンねじ 3.5×16 （推奨ねじ：皿タッピンねじ3.5×20）

2枚扉用 1ケ 3ケ 面付用か掘込用を１本

4枚扉用 2ケ 6ケ 面付用か掘込用を１本
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移動扉側
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扉閉時約116

扉厚 吊元側のすき間　
C(D=30の場合 )

左右のすき間C+E
(D=30、折戸1組の場合 )

扉幅
300

扉幅
350

扉幅
400

扉幅
450

30 4.0 7.5 7.0 6.7 6.4
35 5.2 9.5 8.9 8.5 8.2
40 6.5 11.7 11.0 10.5 10.1

■枠と扉の最小すき間寸法

※1 扉の高さは0 mmから＋3 mmの範囲で調整可能。
※2 上下のピボット軸の位置を合わせます。

9

扉開口部寸法（扉厚40 mm、扉幅450 mmの場合 )

ローラー部：黒
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【1】下側 
ピポット軸受の穴に下ピポットの軸先端を
乗せる。

【2】上側　 

打込工具を用いて、樹脂部分を
割らないよう注意して打ち込む。

レールの取付け

取付手順

1 レールの切断 2 3

4 扉への部品取付け 5 ピボット軸受けの取付け6

7 扉の吊り込み　

センターヒンジの取付け

ねじ
3.5×16

３つのヒンジの向きを合わせて
扉に固定する。

吊元側の所定の位置に付属ねじ
で固定する。　

支持金具の準備

レールが変形しないように
レールの中に補強材などを
入れて切断してください。
切りくずはきれいに取り除
いてください。

　 注意

⑥支持金具上

固定ねじを
ゆるめる

❶挿入

❷固定ねじで仮止め

❸上レールを取付け

⑥支持金具上

④打込工具

①上ピボット（吊元扉上側）
②下ピボット（吊元扉下側）
③ガイドローラー（移動扉上側）

左吊元の場合そのまま
取り付ける。

右吊元の場合軸受部を
逆向きにする。

②下ピボット

⑦ピボット軸受

穴に乗せる

吊元扉

移動扉
吊元扉

⑨レール

⑥支持金具上

③ガイドローラー

①上ピボット

溝に入れる

穴に
差し込む
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【1】傾き調整
支持金具上とピボット軸受け固定ねじを
ゆるめ、扉を垂直にし、固定ねじを締め
付ける。

症状 チェックポイント 対処方法
扉の開閉時に異音が発生する 扉が隣接する箇所と摺っていませんか。 扉が隣接するものと摺らないように扉の調整をしてください。

レール内にごみやアルミの切粉が付いていませ
んか。

ごみやアルミの切粉を取除いてください。

レールを枠に取り付けているねじが緩んでいま
せんか。

ローラーがねじにぶつかっていますので、ねじを締め直してください。

扉の開閉が重い 床面に扉下面が摺っていませんか。 レールを取り付けているねじに緩みがないことを確認した後に扉の高さ調整をし
て頂き、床面と扉下面との隙間が10 mmになるように調整してください。
（面付用ガイドレールの場合は20 mm）

扉が隣接する箇所と摺っていませんか。 扉が隣接するものと摺らないように扉の調整をしてください。
扉に反りが発生していませんか。 反りのない扉をご使用ください。

扉が開閉しない レールを枠に取り付けているねじが緩んでいま
せんか。

ローラーがねじにぶつかっていますので、ねじを締め直してください。

勝手に扉が開閉してしまう レールが水平に取り付けてありますか。 水平器を利用して水平になるように、レールを付け直してください。

■困った時の対応

【3】センターヒンジの調整【2】高さ調整
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固定ねじ

固定ねじ

②下ピボット

⑤折戸用スパナ

下ピボットの六角部を折戸用スパナで回
して調整する。

調整ねじを右に回す（最大2 ）

調整ねじを左に回す（最大1 ）

調整ねじ
丁番取り付け
面側で調整

178

179

定 期 点 検 ・レール内の掃除をおこなってください。
・扉の上下の隙間を確認し、必要に応じて調整をおこなってください。

取付後の確認…ねじの締め忘れ、取り付け忘れのないことを確認してください。

扉の調整

下図のように調整ねじを回し調整
する。

調整の目安
上ピボットの赤線が隠れるようにする。

赤線

①上ピボット


